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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　複数の臨時ディスク管理領域（Temporary　Disc　Management　Areas）と少なくとも１
つのアクセス情報領域とを有する追記型ディスクからデータを再生する方法であって、
　前記アクセス情報領域にアクセスするステップと、
　アクセス情報が記録されている記録ブロックの数に基づいて、前記複数の臨時ディスク
管理領域のうちで、臨時欠陥情報（Temporary　Disc　Defect　List）と臨時ディスク管
理情報（Temporary　Disc　Definition　Structure）とを有する最終的にアップデートさ
れた臨時管理情報（Temporary　Disc　Management　Structure）が記録されている最終的
な臨時ディスク管理領域を判定するステップと、
　前記記録ブロックの少なくとも１つに記録される前記アクセス情報から、前記最終的な
臨時ディスク管理領域の位置情報を取得するステップと、
　前記最終的な臨時ディスク管理領域に記録される前記最終的にアップデートされた臨時
ディスク管理情報を取得するステップとを含み、
　前記アクセス情報は、前記最終的にアップデートされた臨時管理情報が記録されている
臨時ディスク管理領域が変更された場合にアップデートされ、
　前記アクセス情報は、前記複数の臨時ディスク管理領域に記録される複数の臨時ディス
ク管理情報のうちの１つと同じである、
ことを特徴とする方法。
【請求項２】
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　複数の臨時ディスク管理領域（Temporary　Disc　Management　Areas）と少なくとも１
つのアクセス情報領域とを有する追記型ディスクにデータを記録する方法であって、
　前記複数の臨時ディスク管理領域のうちの１つに、臨時欠陥情報（Temporary　Disc　D
efect　List）と臨時ディスク管理情報（Temporary　Disc　Definition　Structure）と
を有する最終的にアップデートされた臨時管理情報（Temporary　Disc　Management　Str
ucture）を記録するステップと、
　前記記録ブロックの少なくとも１つに最終的な臨時ディスク管理領域の位置情報を含む
アクセス情報を記録することで、アクセス情報が記録された記録ブロックの数を使用して
、複数の臨時ディスク管理領域のうちで最終的にアップデートされた臨時管理情報が記録
された最終的な臨時ディスク管理領域を示すステップとを含み、
　前記アクセス情報は、前記最終的にアップデートされた臨時管理情報が記録されている
臨時ディスク管理領域が変更された場合にアップデートされ、
　前記アクセス情報は、前記複数の臨時ディスク管理領域に記録される複数の臨時ディス
ク管理情報のうちの１つと同じである、
ことを特徴とする方法。
【請求項３】
　記録及び／又は再生装置により使用される追記型ディスクであって、
　臨時欠陥情報（Temporary　Disc　Defect　List）と臨時ディスク管理情報（Temporary
　Disc　Definition　Structure）とを有するアップデートされた臨時管理情報（Tempora
ry　Disc　Management　Structure）を記録する複数の臨時ディスク管理領域（Temporary
　Disc　Management　Areas）と、
　記録ブロックの少なくとも１つに記録される最終的な臨時ディスク管理領域の位置情報
を含むアクセス情報を記録する少なくとも１つのアクセス情報領域とを有し、
　複数の臨時ディスク管理領域のうちで最終的にアップデートされた臨時管理情報を含む
最終的な臨時ディスク管理領域は、アクセス情報が記録された記録ブロックの数を使用し
て前記記録及び／又は再生装置に示され、
　前記アクセス情報は、前記最終的にアップデートされた臨時管理情報が記録されている
臨時ディスク管理領域が変更された場合にアップデートされ、
　前記アクセス情報は、前記複数の臨時ディスク管理領域に記録される複数の臨時ディス
ク管理情報のうちの１つと同じである、
ことを特徴とする追記型ディスク。
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、追記型ディスクに係り、さらに詳細には、追記型ディスクの使用のために必
要な情報にさらに早くアクセスできる追記型ディスクへのデータ記録装置、記録方法、再
生装置、再生方法、及びその追記型ディスクに関する。
【背景技術】
【０００２】
　書き換え型ディスクの場合、すでに情報が記録された部分に新しい情報を上書きして記
録が可能である。しかし、追記型ディスクの場合には、情報を一度記録すれば、再び消し
て使えないために、すでに記録された情報をアップデートするためには、新しい位置を割
り当てて記録しなければならない。
【０００３】
　実際、アップデートされる情報は、最終的にアップデートされた情報だけが有意味であ
る場合がほとんどである。従って、アップデート領域がデータ領域に割り当てられ、デー
タ記録及び／または再生装置は、最後にアップデートされた情報を読み取るために、アッ
プデートされた情報が記録された領域を探索して最後にアップデートされた情報を捜し出
す。ここで、探索しなければならない領域に多くの情報が記録されているならば、所望の
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情報を得るためには、多くの時間がかかってしまう。
【０００４】
　一方、記録及び／または再生装置により、欠陥管理が行われる追記型ディスクの場合、
追記型ディスクの使用中に発生した欠陥についての欠陥管理のための情報と、追記型ディ
スクの記録状態などを表す情報とを記録するための領域が設けられる。追記型媒体の特性
上、欠陥管理に関する情報などのアップデートが要求されれば、書き換え可能ディスクと
は異なり、アップデートされた情報を既存情報が記録された位置に上書きして記録できな
いために、データが記録されていない空き位置にアップデートされた情報を記録しなけれ
ばならないので、比較的広いアップデート領域を必要とする。一般的に、アップデート領
域は、リードイン領域やリードアウト領域に割り当てられるが、時にはそのアップデート
回数を増やすために、ユーザの選択によってデータ領域にも割り当てられうる。
【０００５】
　追記型ディスクの使用のために必要な最終的なアップデート情報がデータ領域に割り当
てられたアップデート領域に記録されており、その最終的なアップデート情報に、データ
領域にアップデート領域が割り当てられたという情報と、そのアップデート領域の位置情
報とが含まれている場合、データ記録及び／または再生装置は、リードイン領域またはリ
ードアウト領域に設けられたアップデート領域をいずれも探索しても最後にアップデート
された情報を得られず、最後にアップデートされた情報がどこに記録されているかが分か
らないという問題がある。
【０００６】
　さらに、記録及び／または再生装置がデータ領域に割り当てられたアップデート領域に
最終的なアップデート情報が記録されているということが分かったとしても、そのアップ
デート領域の大きさが大きいならば、そのアップデート領域に記録された最終的なアップ
デート情報を探索するのに多くの時間がかかりうることもある。
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００７】
　従って、本発明が解決しようとする技術的課題は、追記型ディスクの使用のために必要
なアップデートされた情報を読み取るためのアクセス時間をさらに短縮できるデータ構造
でもって情報が記録された追記型ディスクを提供するところにある。
【０００８】
　本発明が解決しようとする他の技術的課題は、追記型ディスクの使用のために必要なア
ップデートされた情報を読み取るためのアクセス時間をさらに短縮できるデータ記録装置
及びその方法を提供するところにある。
【０００９】
　本発明が解決しようとするさらに他の技術的課題は、追記型ディスクの使用のために必
要なアップデートされた情報を読み取るためのアクセス時間をさらに短縮できるデータ再
生装置及びその方法を提供するところにある。
【課題を解決するための手段】
【００１０】
　前記課題をなすために、本発明の一側面による追記型ディスクは、アップデートされる
所定類型の情報が記録される複数個のアップデート領域と、前記複数個のアップデート領
域のうち、最終的にアップデートされた情報が記録された最終アップデート領域を指し示
すためのメインアクセス情報が記録される少なくとも１つのメインアクセス情報領域と、
前記最終的にアップデートされた情報が前記最終アップデート領域のどの位置に記録され
ているかを表すための補助アクセス情報が記録される少なくとも１つの補助アクセス情報
領域とを備えることを特徴とする。
【００１１】
　前記課題をなすために、本発明の他の側面による追記型ディスクは、アップデートされ
る所定類型の情報が記録される複数個のアップデート領域と、前記複数個のアップデート
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領域のうち、最終的にアップデートされた情報が記録された最終アップデート領域を指し
示すアクセス情報が記録される少なくとも１つのアクセス情報領域とを備え、前記アクセ
ス情報は、前記各アップデート領域の位置情報、前記複数のアップデート領域のうち、最
終的にアップデートされた情報が記録された最終アップデート領域を指し示す第１フラッ
グ情報、及び前記最終的にアップデートされた情報が前記最終アップデート領域のどの位
置に記録されているかを表す第２フラッグ情報を含むことを特徴とする。
【００１２】
　前記課題をなすために、本発明のさらに他の側面による追記型ディスクは、所定順序に
よって使われ、アップデートされる所定類型の情報が記録される複数個のアップデート領
域と、前記複数個のアップデート領域の位置情報を含むアクセス情報が記録ブロック単位
で記録される少なくとも１つのアクセス情報領域とを備え、前記アクセス情報が記録され
た記録ブロックの個数を利用し、前記複数のアップデート領域のうち、最終的にアップデ
ートされた前記所定類型の情報が記録された最終アップデート領域を指し示すことを特徴
とする。
【００１３】
　前記他の課題をなすために、本発明の一側面によるデータ記録装置は、追記型ディスク
に／から情報を記録したり読み出す記録／読み出し部と、前記追記型ディスクに設けられ
た複数のアップデート領域のうち一つに最終的にアップデートされた所定類型の情報を記
録し、前記最終的にアップデートされた情報が記録された最終アップデート領域を指し示
すためにメインアクセス情報を前記ディスクに少なくとも一つ設けられたメインアクセス
情報領域に記録し、前記最終的にアップデートされた情報が前記最終アップデート領域の
どの位置に記録されているかを表すために補助アクセス情報を前記ディスクに少なくとも
一つ設けられた補助アクセス情報領域に記録するように、前記記録／読み出し部を制御す
る制御部とを備えることを特徴とする。
【００１４】
　前記他の課題をなすために、本発明の他の側面によるデータ記録装置は、追記型ディス
クに／から情報を記録したり読み出す記録／読み出し部と、前記ディスクに設けられた複
数のアップデート領域のうち一つに最終的にアップデートされた所定類型の情報を記録し
、前記最終的にアップデートされた情報が記録された最終アップデート領域を指し示すア
クセス情報を前記ディスクに少なくとも一つ設けられたアクセス情報領域に記録するよう
に、前記記録／読み出し部を制御する制御部とを備え、前記アクセス情報は、前記各アッ
プデート領域の位置情報、前記最終アップデート領域を指し示す第１フラッグ情報、及び
前記最終的にアップデートされた情報が前記最終アップデート領域のどの位置に記録され
ているかを表す第２フラッグ情報を含むことを特徴とする。
【００１５】
　前記他の課題をなすために、本発明の他の側面によるデータ記録装置は、所定順序によ
って使われる複数のアップデート領域、及び少なくとも１つのアクセス情報領域を具備し
た追記型ディスクへのデータ記録装置において、前記ディスクに／から情報を記録したり
読み出す記録／読み出し部と、前記複数のアップデート領域のうち１つの領域にアップデ
ートされた所定類型の情報を記録し、前記複数のアップデート領域の位置情報を含むアク
セス情報を前記アクセス情報領域に記録ブロック単位で記録するように、前記記録／読み
出し部を制御し、前記アクセス情報が記録された記録ブロックの個数を利用し、前記複数
のアップデート領域のうち、最終的にアップデートされた前記所定類型の情報が記録され
た最終アップデート領域を指し示す制御部とを備えることを特徴とする。
【００１６】
　前記他の課題をなすために、本発明の一側面によるデータ記録方法は、追記型ディスク
に設けられた複数のアップデート領域のうち一つに最終的にアップデートされた所定類型
の情報を記録する段階と、前記最終的にアップデートされた情報が記録された最終アップ
デート領域を指し示すためにメインアクセス情報を前記ディスクに少なくとも一つ設けら
れたメインアクセス情報領域に記録する段階と、前記最終的にアップデートされた情報が
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前記最終アップデート領域のどの位置に記録されているかを表すために補助アクセス情報
を前記ディスクに少なくとも一つ設けられた補助アクセス情報領域に記録する段階とを含
むことを特徴とする。
【００１７】
　前記他の課題をなすために、本発明の他の側面によるデータ記録方法は、追記型ディス
クに設けられた複数のアップデート領域のうち一つに最終的にアップデートされた所定類
型の情報を記録する段階と、前記最終的にアップデートされた情報が記録された最終アッ
プデート領域を指し示すアクセス情報を前記ディスクに少なくとも一つ設けられたアクセ
ス情報領域に記録する段階とを含み、前記アクセス情報は、前記各アップデート領域の位
置情報、前記最終アップデート領域を指し示す第１フラッグ情報、及び前記最終的にアッ
プデートされた情報が前記最終アップデート領域のどの位置に記録されているかを表す第
２フラッグ情報を含むことを特徴とする。
【００１８】
　前記さらに他の課題をなすために、本発明の一側面によるデータ再生装置は、追記型デ
ィスクに記録されたデータを読み出す読み出し部と、前記読み出し部を制御し、前記追記
型ディスクに少なくとも一つ設けられたメインアクセス情報領域から前記追記型ディスク
に設けられた複数個のアップデート領域のうち、最終的にアップデートされた所定類型の
情報が記録された最終アップデート領域に関する情報を得て、前記最終アップデート領域
に備えられた補助アクセス情報領域から前記所定類型の情報が記録された、前記最終アッ
プデート領域の位置情報を得て、前記所定類型の情報を得る制御部とを備えることを特徴
とする。
【００１９】
　前記さらに他の課題をなすために、本発明の他の側面によるデータ再生装置は、所定順
序によって使われた複数のアップデート領域、及び少なくとも１つのアクセス情報領域を
具備した追記型ディスクの再生装置において、前記追記型ディスクに記録されたデータを
読み出す読み出し部と、前記アクセス情報領域にアクセスしてデータを読み出すように前
記読み出し部を制御し、アクセス情報が記録された記録ブロックの個数を決定し、前記記
録ブロックの個数に基づき、前記複数のアップデート領域のうち、最終的にアップデート
された所定類型の情報が記録された最終アップデート領域を決定し、前記アクセス情報領
域に最後に記録された記録ブロックから最終的にアップデートされたアクセス情報を得て
、前記最終的にアップデートされたアクセス情報から前記最終アップデート領域の位置情
報を得た後、前記最終アップデート領域に記録された、前記最終的にアップデートされた
所定類型の情報を読み出すように前記読み出し部を制御する制御部とを備えることを特徴
とする。
【００２０】
　前記さらに他の課題をなすために、本発明の一側面によるデータ再生方法は、所定順序
によって使われた複数のアップデート領域、及び少なくとも１つのアクセス情報領域を具
備した追記型ディスクの再生方法において、前記アクセス情報領域にアクセスしてアクセ
ス情報が記録された記録ブロックの個数に基づき、前記複数のアップデート領域のうち、
最終的にアップデートされた所定類型の情報が記録された最終アップデート領域を決定す
る段階と、前記アクセス情報領域に最後に記録された記録ブロックから最終的にアップデ
ートされたアクセス情報を得る段階と、前記最終的にアップデートされたアクセス情報か
ら前記最終アップデート領域の位置情報を得る段階と、前記最終アップデート領域に記録
された、前記最終的にアップデートされた所定類型の情報を得る段階とを含むことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００２１】
　本発明の実施例により、追記型ディスクの使用に必要な所定類型の情報を読み取るため
のアクセス時間をさらに短縮できる。特に、追記型ディスクの使用のために必要なアップ
デートされた情報を記録するためのアップデート領域が複数個存在する場合、記録装置ま
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たは再生装置は、複数のアップデート領域のうち、最終的にアップデートされた情報が記
録されたアップデート領域を迅速、かつ容易に決定できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２２】
　以下、添付された図面を参照しつつ、本発明の一実施例を詳細に説明する。
【００２３】
　図１Ａ及び図１Ｂは、本発明の一実施例による追記型ディスクの構造を表す図であり、
図１Ａは、単一記録層追記型ディスクの構造を表す図であり、図１Ｂは、二重記録層追記
型ディスクの構造を表す図である。
【００２４】
　図１Ａに図示された単一記録層追記型ディスクは、内周から外周方向に、リードイン領
域、データ領域及びリードアウト領域が順次に設けられる。
【００２５】
　図１Ｂに図示された二重記録層追記型ディスクの最初の記録層Ｌ０、及び二番目の記録
層Ｌ１には、内周から外周方向に、内側領域１と内側領域２とにリードイン領域、データ
領域１とデータ領域２、及び外側領域１と外側領域２とにリードアウト領域が順次に設け
られる。しかし、追加的な記録層がさらに使用され、かかる記録層のうち、いずれも一回
記録、再生専用、または書き換え可能であり、多様な記録密度を有することができる。
【００２６】
　図２は本発明の一実施例による単一記録層追記型ディスクのさらに詳細な構造を表す図
である。図２を参照するに、リードイン領域には、第１ディスク管理領域（ＤＭＡ１：Ｄ
ｉｓｃ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ１）、第２ディスク管理領域（ＤＭＡ２：Ｄｉ
ｓｃ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ２）、第１臨時ディスク管理領域（ＴＤＭＡ１：
Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｉｓｃ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ１）、アクセス情報領
域（ＡＩＡ：Ａｃｃｅｓｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ａｒｅａ）及び記録条件テスト領
域（Ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　Ｃｏｎｄｉｔｉｏｎ　Ｔｅｓｔ　Ａｒｅａ）などが設けられる
。リードアウト領域には、第３ディスク管理領域（ＤＭＡ３）及び第４ディスク管理領域
（ＤＭＡ４）などが設けられる。さらに、リードアウト領域には、臨時欠陥管理領域、記
録条件テスト領域またはアクセス情報領域のうち、少なくとも一つをさらに設けられる。
すなわち、アクセス情報領域、ディスク管理領域、臨時ディスク管理領域及び記録条件テ
スト領域は、それぞれ、リードイン領域またはリードアウト領域のうち、少なくとも１つ
の領域に、少なくとも一つ存在しうる。
【００２７】
　アクセス情報領域は、追記型ディスクの使用のために、記録及び／または再生装置が得
なければならない欠陥管理に関する情報のアップデート情報が記録された位置を知らせる
アクセス情報を記録するための領域である。アクセス情報及びアクセス情報領域について
は後述する。
【００２８】
　データ領域には、第１スペア領域、ユーザデータ領域、第２臨時ディスク管理領域（Ｔ
ＤＭＡ２：Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｉｓｃ　Ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　Ａｒｅａ２）及び第
２スペア領域が設けられる。
【００２９】
　リードイン領域に設けられたＴＤＭＡ１は、本実施例による追記型ディスクの規格によ
って製作時に設けられたものである。しかし、データ領域に設けられた第１スペア領域、
ＴＤＭＡ２及び第２スペア領域は、追記型ディスクの初期化過程でユーザの選択によって
データ領域に割り当てられる。
【００３０】
　図３Ａ及び図３Ｂは、本発明の一実施例による二重記録層追記型ディスクのさらに詳細
な構造を表す図であり、図３Ａは、記録層Ｌ０の構造を表す図であり、図３Ｂは、記録層
Ｌ１の構造を表す図である。図３Ａに図示された記録層Ｌ０の構造は、図２に図示された



(7) JP 4643662 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

単一記録層追記型ディスクの構造と同一である。図３Ｂに図示された記録層Ｌ１の構造は
、記録層Ｌ０の構造と類似しているが、第２内側領域には、アクセス情報領域が設けられ
ておらず、第２データ領域には、臨時ディスク管理領域が二つ設けられているという点で
違いがある。
【００３１】
　また、本実施例による追記型ディスクは、ＴＤＭＡ１ないしＴＤＭＡ５の全てで５個の
ＴＤＭＡが設けられている。ＴＤＭＡ１とＴＤＭＡ２の位置及び大きさは、記録装置及び
／または再生装置がすでに知っている領域である。しかし、ＴＤＭＡ３、ＴＤＭＡ４及び
ＴＤＭＡ５は、追記型ディスクの使用のためのディスク初期化時点で、ユーザまたは記録
装置及び／または再生装置によりデータ領域に割り当てられる。そして、ＴＤＭＡ１から
ＴＤＭＳ（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｄｉｓｃ　ｍａｎａｇｅｍｅｎｔ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ
）を記録する場合、データ領域に割り当てられたＴＤＭＡの大きさと位置情報とを含むＴ
ＤＤＳ（Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　ｄｉｓｃ　ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）
がＴＤＭＡ１に記録される。
【００３２】
　図４Ａ及び図４Ｂは、本発明の他の実施例による二重記録層追記型ディスクのさらに詳
細な構造を表す図であり、図４Ａは、記録層Ｌ０の構造を表す図であり、図４Ｂは、記録
層Ｌ１の構造を表す図である。図４Ａ及び図４Ｂに図示された二重記録層追記型ディスク
には、ＴＤＭＡ１、ＴＤＭＡ２及びＴＤＭＡ５が割り当てられている。すなわち、図４Ａ
及び図４Ｂに図示された二重記録層追記型ディスクは、ディスクの使用のためのディスク
初期化時点で、ユーザまたは記録及び／または再生装置により、データ領域２にＴＤＭＡ
５だけが割り当てられた追記型ディスクを表す。
【００３３】
　以下、追記型ディスクに設けられた臨時ディスク管理領域のような各領域及び各領域に
データを記録する過程について説明する。
【００３４】
　臨時ディスク管理領域（ＴＤＭＡ）は、追記型ディスクの最終化以前に、追記型ディス
クの管理のための臨時管理情報（ＴＤＭＳ：Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｉｓｃ　Ｍａｎａｇ
ｅｍｅｎｔ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）を記録するための領域である。追記型ディスクの最終
化とは、追記型ディスクにそれ以上データを記録させないという動作をいう。ユーザの選
択により、追記型ディスクにそれ以上データを記録しないか、または追加的にデータを記
録できない場合、追記型ディスクは最終化される。
【００３５】
　臨時管理情報は、臨時欠陥情報（ＴＤＦＬ：Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｉｓｃ　Ｄｅｆｅ
ｃｔ　Ｌｉｓｔ）、臨時ディスク管理情報（ＴＤＤＳ：Ｔｅｍｐｏｒａｒｙ　Ｄｉｓｃ　
Ｄｅｆｉｎｉｔｉｏｎ　Ｓｔｒｕｃｔｕｒｅ）及びスペースビットマップ（ＳＢＭ：Ｓｐ
ａｃｅ　Ｂｉｔ　Ｍａｐ）を含む。臨時欠陥情報（ＴＤＦＬ）は、欠陥が発生した領域が
どこであるか知らせる情報と、新たに代替された領域がどこであるかを知らせる情報とか
ら構成される。臨時ディスク管理情報（ＴＤＤＳ）は、臨時欠陥情報を管理するための情
報であり、対応する臨時欠陥情報が記録された位置を知らせる位置ポインタ、対応するス
ペースビットマップが記録された位置を知らせる位置ポインタ、データ領域内に割り当て
られたスペア領域の位置及び大きさ情報、データ領域内に割り当てられた臨時ディスク管
理領域の位置及び大きさ情報を含む。スペースビットマップ（ＳＢＭ）は、データ記録単
位であるクラスタ単位でデータが記録されたクラスタと、記録されていないクラスタとに
それぞれ異なるビット値を割り当てることにより、追記型ディスクのデータ記録状態をビ
ットマップで表した情報である。
【００３６】
　追記型ディスクが記録及び／または再生装置にローディングされれば、その装置は、デ
ィスクの使用のために、最終的にアップデートされた臨時管理情報、特に、臨時ディスク
管理情報（ＴＤＤＳ）をそのディスクから迅速に読み取って再生することが要求される。
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【００３７】
　通常、記録及び／または再生装置は、ディスクが装置にローディングされれば、リード
イン領域及び／またはリードアウト領域にある情報を読み取り、ディスクをどのように管
理し、どのように記録したり、または再生しなければならないかを把握する。リードイン
領域及び／またはリードアウト領域に記録された情報の量が多ければ多くなるほど、ディ
スクをローディングした後、記録または再生を準備するためにかかる時間が長くなるとい
う問題が発生する。従って、前述の臨時管理情報の概念を導入し、ディスクにデータ記録
または再生中に発生した臨時管理情報を欠陥管理領域と別途にリードイン領域及び／また
はリードアウト領域に設けられた臨時ディスク管理領域に記録しておく。
【００３８】
　追記型ディスクを最終化する場合、それまで臨時ディスク管理領域に記録された臨時管
理情報、すなわち、臨時欠陥情報及び臨時ディスク管理情報を最終的にディスク管理領域
（ＤＭＡ）に記録する。これは、ディスクを最終化する場合、何回か更新されて記録され
た臨時欠陥情報及び臨時ディスク管理情報のうち、最終的に有意味の情報だけをディスク
管理領域に移すことにより、記録または再生装置に今後欠陥管理領域から最終的に有意味
の情報だけを読み取らせ、さらに早く追記型ディスクの使用のための情報アクセスが可能
であるという長所があるためである。
【００３９】
　図５は、本発明の一実施例により、ユーザデータ領域とスペア領域とにデータが記録さ
れる過程を説明するための図である。かかる本発明は、単一記録層及び二重記録層の追記
型ディスクにいずれも利用可能である。
【００４０】
　図５を参照するに、Ａは、ユーザデータ領域を意味し、Ｂは、スペア領域を意味する。
ユーザデータ領域にユーザデータを記録する方式は、連続記録モード（ｃｏｎｔｉｎｕｏ
ｕｓ　ｒｅｃｏｒｄｉｎｇ　ｍｏｄｅ）またはランダム記録モード（ｒａｎｄｏｍ　ｒｅ
ｃｏｒｄｉｎｇ　ｍｏｄｅ）による。連続記録モードは、ユーザデータを順次に連続的に
記録するものであり、ランダム記録モードは、必ずしも連続的に記録するものではなく、
ランダムに記録するものをいう。５０１ないし５０７は、それぞれ記録後検証（Ｖｅｒｉ
ｆｙ　ａｆｔｅｒ　ｗｒｉｔｅ）オペレーションが行われる単位を指す。
【００４１】
　記録装置は、ユーザデータを区間５０１ほど記録した後、区間５０１の最初の部分に戻
り、データが正しく記録されているか、あるいは欠陥が発生しているかを確認する。欠陥
が発生した部分が発見されれば、その部分を欠陥（Ｄｅｆｅｃｔ）領域と指定する。これ
により、欠陥領域の欠陥＃１が指定される。また、記録装置は、欠陥＃１に記録されたデ
ータをスペア領域にさらに記録する。欠陥＃１に記録されたデータが書き換えられた部分
は、代替（Ｓｕｂｓｔｉｔｕｔｅ）＃１という。次に、記録装置は、区間５０２ほどユー
ザデータを記録した後、再び区間５０２の最初の部分に戻り、データが正しく記録されて
いるか、あるいは欠陥が発生しているかを確認する。欠陥が発生した部分が発見されれば
、その部分は、欠陥＃２と指定される。同じ方式で、欠陥＃２に対応する代替＃２が生成
される。さらに、区間５０３で欠陥領域の欠陥＃３と代替＃３とが生成される。区間５０
４では、欠陥が発生した部分が発見されずに欠陥領域が存在しない。
【００４２】
　区間５０４まで記録して検証した後、記録オペレーション＃１の終了が予測されれば（
ユーザがイジェクトボタンを押すか、または記録オペレーションに割り当てられたユーザ
データ記録が完了すれば）、記録装置は、臨時欠陥情報＃１として、区間５０１ないし５
０４までで発生した欠陥領域の欠陥＃１、＃２、＃３に関する情報を臨時ディスク管理領
域に記録する。また、臨時欠陥情報＃１を管理するための管理情報を臨時ディスク管理情
報＃１として臨時ディスク管理領域に記録する。本実施例で、記録オペレーションという
のは、ユーザの意思、行おうとする記録オペレーションなどにより決定されるオペレーシ
ョン単位であり、本実施例では、追記型ディスクが記録装置にローディングされて所定情
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報の記録オペレーションが行われた後、追記型ディスクが記録装置からアンローディング
されるまでを指す。しかし、オペレーション単位は、時間区間のような他の方法で定義さ
れることもある。
【００４３】
　さらに再び追記型ディスクがローディングされれば、記録オペレーション＃２が始まり
、記録条件テスト領域に記録条件をテストし、その結果を基にデータが記録される。すな
わち、記録オペレーション＃２では、区間５０５ないし５０７まで前述の記録オペレーシ
ョン＃１の場合と同じ方式でデータが記録され、欠陥＃４、＃５及び代替＃４、＃５が生
成される。記録オペレーション＃２が終了すれば、記録装置は、臨時欠陥情報＃２として
、欠陥＃４及び＃５に関する情報を記録する。また、臨時欠陥情報＃２を管理するための
欠陥管理情報＃２として臨時ディスク管理領域に記録する。
【００４４】
　図２、図３Ａ、図３Ｂ、図４Ａ及び図４Ｂに図示したように、追記型ディスクに臨時デ
ィスク管理領域及びスペア領域が多数設けられた場合、所定順序によって臨時ディスク管
理領域、またはスペア領域が使われる。例えば、図３Ａ及び図３Ｂに図示された二重記録
層ディスクに適用されるデータ記録経路が、記録層Ｌ０の第１内側領域から第１外側領域
に、次に、記録層Ｌ１の第２外側領域から記録層Ｌ１の第２内側領域にデータを記録する
ＯＴＰ（Ｏｐｐｏｓｉｔｅ　Ｔｒａｃｋ　Ｐａｔｈ）である場合、スペア領域は、記録層
Ｌ０のスペア領域１からデータが記録される。スペア領域１が全て使われれば、次に、ス
ペア領域２、３及び４の順序で使われる。
【００４５】
　同様に、臨時管理情報は、記録層Ｌ０のＴＤＭＡ１から記録される。ＴＤＭＡ１が全て
使われれば、記録層Ｌ１の第２内側領域に設けられたＴＤＭＡ２にアップデートしなけれ
ばならない臨時管理情報を記録する。ＴＤＭＡ２も全て使われれば、記録層Ｌ０の第１デ
ータ領域に設けられたＴＤＭＡ３にアップデートしなければならない臨時管理情報を記録
する。本実施例で、各記録層の内側領域に設けられたＴＤＭＡ１及びＴＤＭＡ２は、本実
施例による追記型ディスクに必須的に設けられる。しかし、データ領域に設けられたＴＤ
ＭＡは、ユーザの選択によって割り当てられることもあり、または割り当てられないこと
もある領域である。従って、臨時管理情報は、各記録層の内側領域に設けられたＴＤＭＡ
から記録される。各記録層の内側領域に設けられたＴＤＭＡがすべてデータが記録されれ
ば、データ領域に割り当てられたＴＤＭＡが使われる。本発明の他の側面では、内側領域
に割り当てられたＴＤＭＡは、必須的ではないこともある。
【００４６】
　最終的にアップデートされた臨時管理情報がデータ領域に割り当てられたＴＤＭＡに記
録され、追記型ディスクが記録及び／または再生装置からアンローディングされた後、再
びそのディスクが記録及び／または再生装置にローディングされる場合、記録及び／また
は再生装置は、ディスクの使用のために最終的にアップデートされた臨時管理情報を得な
ければならない。しかし、臨時管理情報は、データ領域に割り当てられたＴＤＭＡに記録
されており、記録及び／または再生装置は、臨時管理情報中の臨時ディスク管理情報（Ｔ
ＤＤＳ）にアクセスするまでは、データ領域にＴＤＭＡが割り当てられているということ
を知ることができないという問題が生まれる。また、記録及び／または再生装置がデータ
領域に割り当てられたＴＤＭＡに最終的にアップデートされた臨時管理情報が記録された
ということを知っていても、そのＴＤＭＡの大きさが大きいならば、そのＴＤＭＡに記録
された最終的な臨時管理情報を探索するのに、長時間がかかるという問題が発生すること
もある。
【００４７】
　従って、本発明はかかる問題を解決するために、次のような三種の実施例を提示する。
本実施例で、アクセス情報は、臨時管理情報、特に、臨時ディスク管理情報（ＴＤＤＳ）
のようなアップデート情報が記録された位置を知らせる情報をいう。また、アップデート
情報というのは、追記型ディスクが記録及び／または再生装置にローディングされた初期
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に、追記型ディスクの使用のために記録及び／または再生装置が認識しなければならない
情報をいう。そして、アップデート情報が記録される領域をアップデート領域という。本
実施例で、アップデート情報は、臨時ディスク管理情報（ＴＤＤＳ）を、アップデート領
域は、ＴＤＭＡの場合を例に挙げて説明する。
【００４８】
（第１実施例）
　本発明の第１実施例では、メインアクセス情報を記録するためのメインアクセス情報領
域（Ｍａｉｎ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ａｒｅａ、以下、「メインＡＩ
Ａ」という）を追記型ディスクのリードイン領域または内側領域に少なくとも一つ設け、
ＴＤＭＡに補助アクセス情報領域（Ｓｕｂ　Ａｃｃｅｓｓ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ　Ａ
ｒｅａ、以下、「サブＡＩＡ」という）を割り当てる。
【００４９】
　記録及び／または再生装置は、本実施例による追記型ディスクがローディングされれば
、まず、メインＡＩＡにアクセスしてメインアクセス情報を得る。記録及び／または再生
装置は、メインアクセス情報から、最終的にアップデートされた臨時ディスク管理情報（
ＴＤＤＳ）が記録されたＴＤＭＡを知った後、そのＴＤＭＡのサブＡＩＡにアクセスして
補助アクセス情報を得る。記録及び／または再生装置は、補助アクセス情報からＴＤＭＡ
のどの部分に最終的にアップデートされた臨時ディスク管理情報（ＴＤＤＳ）が記録され
ているかを知ることができ、ＴＤＭＡで最終的にアップデートされた臨時ディスク管理情
報（ＴＤＤＳ）を探索するのにかかる時間を短縮させることができる。
【００５０】
　図２、図３Ａ及び図４Ａに図示したような追記型ディスクに設けられたアクセス情報領
域は、本実施例によるメインＡＩＡとなる。メインＡＩＡに記録されるアクセス情報の量
及びアップデート回数は最小化し、メインＡＩＡの大きさを制限することが望ましい。メ
インＡＩＡの大きさが大きくなったり、または多数のメインＡＩＡを割り当てるならば、
アクセス情報を得るのにかかる時間が長くなるためである。メインアクセス情報のアップ
デート回数を最小化するために、最終的なＴＤＤＳが記録されているＴＤＭＡが変わると
き、メインアクセス情報をメインＡＩＡの１つの記録単位ブロックに記録する。
【００５１】
　図６は、臨時ディスク管理情報（ＴＤＤＳ）のデータ構造を表す図である。本実施例で
、別途のメインアクセス情報のデータ構造を定義せずに、ＴＤＤＳをメインアクセス情報
として利用する。前述の通り、ＴＤＤＳは、追記型ディスクに設けられたＴＤＭＡの位置
情報（Ｌｏｃａｔｉｏｎ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）を含む。図３Ａ及び図３Ｂに図示し
たように、追記型ディスクにＴＤＭＡ１ないしＴＤＭＡ５が割り当てられた場合、ＴＤＤ
Ｓは、ＴＤＭＡ１ないしＴＤＭＡ５の位置情報を含む。
【００５２】
　本実施例で、記録及び／または再生装置は、メインＡＩＡにＴＤＤＳが記録された記録
単位ブロックの個数から最終的なＴＤＤＳが記録されたＴＤＭＡを知ることができる。追
記型ディスクにＴＤＭＡ１ないしＴＤＭＡ５が割り当てられ、ＴＤＭＡ１、ＴＤＭＡ２、
ＴＤＭＡ３、ＴＤＭＡ４及びＴＤＭＡ５の順序によって使われる場合を例にとり、さらに
詳細に説明する。まず、メインＡＩＡにメインアクセス情報のＴＤＤＳが全く記録されて
いないならば、記録及び／または再生装置は、最初のＴＤＭＡであるＴＤＭＡ１に最終的
なＴＤＤＳが記録されていると認識する。
【００５３】
　もし、メインＡＩＡの最初のブロックだけＴＤＤＳが記録されているならば、記録及び
／または再生装置は、二番目のＴＤＭＡのＴＤＭＡ２に最終的なＴＤＤＳが記録されてい
ると認識する。メインＡＩＡの最初及び二番目のブロックにＴＤＤＳが記録されているな
らば、記録及び／または再生装置は、三番目のＴＤＭＡのＴＤＭＡ３に最終的なＴＤＤＳ
が記録されていると認識する。同様に、メインＡＩＡの最初から三番目のブロックまでＴ
ＤＤＳが記録されているならば、ＴＤＭＡ４に、最初から四番目のブロックまでＴＤＤＳ
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が記録されているならば、ＴＤＭＡ５に最終的なＴＤＤＳが記録されていると記録及び／
または再生装置は認識する。
【００５４】
　前述の通り、記録及び／または再生装置がメインＡＩＡにＴＤＤＳが記録された記録単
位ブロックの個数から最終的なＴＤＤＳが記録されたＴＤＭＡを識別した後、メインＡＩ
Ａに最終的に記録されたＴＤＤＳを再生し、そのＴＤＤＳからＴＤＭＡについての位置情
報を知ることができる。
【００５５】
　本実施例によれば、メインＡＩＡの大きさは、追記型ディスクに設けられたＴＤＭＡの
個数によって決定される。すなわち、追記型ディスクにＮ個のＴＤＭＡが存在する場合、
メインＡＩＡは、少なくとも（Ｎ－１）個の記録単位ブロックを含む。
【００５６】
　以下では、サブ（Ｓｕｂ）ＡＩＡ及び補助アクセス情報について説明する。サブＡＩＡ
は、それぞれのＴＤＭＡの最初のブロックから割り当てられてその大きさは、サブＡＩＡ
が属するＴＤＭＡがいくつのサブ領域に分割されているかによって決定される。
【００５７】
　図７は、サブＡＩＡと複数のサブ領域とに分割されたＴＤＭＡの一例を表す図である。
メインＡＩＡの場合と同様に、補助アクセス情報としてはＴＤＤＳを利用し、記録及び／
または再生装置がサブＡＩＡにＴＤＤＳが記録された記録単位ブロックの個数から最終的
なＴＤＤＳが記録されたＴＤＭＡ内のサブ領域を識別する。
【００５８】
　図７に図示したように、ＴＤＭＡがサブＴＤＭＡ１ないしサブＴＤＭＡ　Ｍに分割され
、サブＴＤＭＡ１からサブＴＤＭＡ Ｍ側に順次にサブ領域が使われる場合において、サ
ブＡＩＡにＴＤＤＳが全く記録されていないならば、記録及び／または再生装置は、最初
のサブＴＤＭＡのサブＴＤＭＡ１に最終的なＴＤＤＳが記録されていると認識する。
【００５９】
　サブＡＩＡの最初のブロックだけにＴＤＤＳが記録されているならば、記録及び／また
は再生装置は、サブＴＤＭＡ２に最終的なＴＤＤＳが記録されていると認識する。サブＡ
ＩＡの最初及び二番目のブロックにＴＤＤＳが記録されているならば、記録及び／または
再生装置は、三番目のサブＴＤＭＡであるサブＴＤＭＡ３に最終的なＴＤＤＳが記録され
ていると認識する。本実施例によれば、各ＴＤＭＡに設けられたサブＡＩＡの大きさは、
ＴＤＭＡ内に含まれたサブ領域の個数によって決定される。すなわち、Ｍ個のサブ領域が
ＴＤＭＡに存在する場合、サブＡＩＡは、少なくとも（Ｍ－１）個の記録単位ブロックを
含んでいなければならない。
【００６０】
　図８は、本発明の一実施例によるメインＡＩＡとサブＡＩＡとを表す図である。本実施
例による追記型ディスクは、図４Ａ及び４Ｂに図示したように、ディスク使用のための初
期化時、データ領域内のＴＤＭＡ５だけが割り当てられたディスクである。メインＡＩＡ
は、４個の記録単位ブロック（Ｂｌｏｃｋ）を有する。本実施例で、ＴＤＭＡ５は、３５
，０００個のブロックサイズを有し、４，０００個のブロック単位に分割され、総９個の
サブ領域（すなわち、それぞれ４，０００ブロックからなる８個のサブ領域及び３，００
０ブロックからなる１個のサブ領域）を有する。従って、前述の通り、サブＡＩＡは、８
個の記録単位ブロック（すなわち、Ｍ－１、Ｍは９）を有する。しかし、ＴＤＭＡ、記録
単位ブロック、サブ領域の他の個数が利用されることもある。
【００６１】
　本実施例による追記型ディスクの初期化時及びＴＤＭＡ１が使われる時には、メインア
クセス情報がメインＡＩＡに記録されていない。その後、最終的なＴＤＤＳが記録される
位置がＴＤＭＡ２に変更されれば、記録及び／または再生装置は、メインＡＩＡの最初の
ブロックにＴＤＤＳを記録し、最終的なＴＤＤＳがＴＤＭＡ２に記録されているというこ
とを表す。
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【００６２】
　その後、最終的なＴＤＤＳが記録される位置がＴＤＭＡ５に変更されれば、記録及び／
または再生装置は、メインＡＩＡの二番目、三番目及び四番目のブロックにＴＤＤＳを記
録し、最終的なＴＤＤＳがＴＤＭＡ５の最初のサブ領域に記録されているということを表
す。
【００６３】
　図９Ａ及び図９Ｂは、本発明の他の実施例によるサブＡＩＡを表す図である。本実施例
による追記型ディスクは、図３Ａ及び３Ｂに図示したように、ディスク使用のための初期
化時、データ領域にＴＤＭＡ３ないしＴＤＭＡ５が割り当てられたディスクである。従っ
て、前述の通り、ＴＤＭＡが５個割り当てられているので、メインＡＩＡは、４個の記録
単位ブロックを有する。本実施例で、ＴＤＭＡ３及びＴＤＭＡ４は、１６，０００個のブ
ロックサイズを有し、ＴＤＭＡ５は、図８に図示したように、３５，０００個のブロック
サイズを有する。
【００６４】
　図９Ａは、ＴＤＭＡ３の構造を表す図であり、図９Ｂは、ＴＤＭＡ４の構造を表す図で
ある。本実施例によるＴＤＭＡ３は、４個のサブ領域を備える。従って、ＴＤＭＡ３に備
えられたサブＡＩＡは、３個の記録単位ブロックを有する大きさを有する。ＴＤＭＡ４も
同一なので、ＴＤＭＡ４に備えられたサブＡＩＡもまた、３個の記録単位ブロックを有す
る大きさを有する。
【００６５】
　ＴＤＭＡ５は、４，０００個の記録単位ブロック単位に分割され、総９個のサブ領域を
備える。従って、前述の通り、サブＡＩＡは、８個の記録単位ブロックを有する。記録ブ
ロックの他の単位が４，０００の代わりに利用されることもある。
【００６６】
　前述の通り、本発明の第１実施例により、メインＡＩＡにメインアクセス情報を記録し
てサブＡＩＡにサブアクセス情報を記録することにより、記録及び／または再生装置は、
最終的なＴＤＤＳが記録された位置によってさらにアクセスすることができる。
【００６７】
　記録及び／または再生装置が本実施例によるメインアクセス情報及びサブアクセス情報
から最終的なＴＤＤＳが記録された位置によってアクセスする動作についてさらに詳細に
説明する。
【００６８】
　本実施例により、メインアクセス情報及びサブアクセス情報が記録された追記型ディス
クが記録及び／または再生装置にローディングされれば、該装置は、メインＡＩＡにアク
セスする。もし、メインＡＩＡに情報が全く記録されていないならば、該装置は、最終的
なＴＤＤＳがＴＤＭＡ１に記録されているか、または空ディスクであると判断した後、Ｔ
ＤＭＡ１にアクセスする。ＴＤＭＡ１に何らのデータも記録されていないならば、空ディ
スクと認識をし、ディスク使用のための初期化を進める。そうではないならば、ＴＤＭＡ
１で最終的なＴＤＤＳを得る。
【００６９】
　記録及び／または再生装置は、メインＡＩＡにデータが記録されているならば、最後に
記録されたブロックにアクセスしてＴＤＤＳを再生する。記録及び／または再生装置は、
最後に記録されたブロックが何番目のブロックであるかを把握し、最終的なＴＤＤＳがど
のＴＤＭＡに記録されているかを把握する。また、再生されたＴＤＤＳから最終的なＴＤ
ＤＳが記録されたＴＤＭＡの大きさを知り、その大きさ情報からそのＴＤＭＡにサブＡＩ
Ａが割り当てられているかということと、割り当てられているとすれば、そのサブＡＩＡ
の大きさを知ることができる。最終的なＴＤＤＳが記録されたＴＤＭＡにサブＡＩＡが割
り当てられていないならば、そのＴＤＭＡから最終的なＴＤＤＳを探す。
【００７０】
　しかし、サブＡＩＡが割り当てられているならば、サブＡＩＡにアクセスをし、何番目



(13) JP 4643662 B2 2011.3.2

10

20

30

40

50

のブロックまでデータが記録されているかを把握し、最終的なＴＤＤＳが記録されたＴＤ
ＭＡの何番目のサブ領域に最終的なＴＤＤＳが記録されているかを知りだす。
【００７１】
　（第２実施例）
　本発明の第２実施例では、第１実施例とは異なり、サブＡＩＡを割り当てずにアクセス
情報を記録するためのアクセス情報領域を追記型ディスクのリードイン領域または内側領
域に少なくとも一つ設ける。
【００７２】
　図１０は、本発明の一実施例によるアクセス情報のデータ構造を表す図である。本実施
例によるアクセス情報は、ＴＤＤＳのデータ構造を利用する。しかし、本実施例によるＴ
ＤＤＳには、最終的なＴＤＤＳが記録されたＴＤＭＡの位置情報を表すフラッグ（Ｆｌａ
ｇ　ｉｎｄｉｃａｔｉｎｇ　ＴＤＭＡ　ｉｎ　ｗｈｉｃｈ　ｆｉｎａｌ　ＴＤＤＳ　ｉｓ
　ｒｅｃｏｒｄｅｄ）がさらに備えられる。
【００７３】
　本実施例で、前記フラッグは、最終的なＴＤＤＳが記録されたＴＤＭＡを表す第１フラ
ッグ情報（Ｆｉｒｓｔ　ｆｌａｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）と、第１フラッグ情報が表
すＴＤＭＡのどの部分に最終的なＴＤＤＳが記録されているかを表す第２フラッグ情報（
Ｓｅｃｏｎｄ　ｆｌａｇ　ｉｎｆｏｒｍａｔｉｏｎ）とを含む。
【００７４】
　本実施例による第１フラッグ情報は、ｂ４ないしｂ７の４ビットからなる。例えば、ｂ
４ないしｂ７が「００００ｂ」ならばＴＤＭＡ１に、「０００１ｂ」ならばＴＤＭＡ２に
、「００１０ｂ」ならばＴＤＭＡ３に、「０１００ｂ」ならばＴＤＭＡ４に、そして「１
０００ｂ」ならばＴＤＭＡ５に、最終的なＴＤＤＳが記録されているということを表すと
定義できる。
【００７５】
　本実施例による第２フラッグ情報は、ｂ０ないしｂ３の４ビットからなる。第１フラッ
グ情報がＴＤＭＡ５を指し、ＴＤＭＡ５が５個のサブ領域に分割された場合を例に挙げて
第２フラッグ情報を説明する。ｂ０ないしｂ３が「００００ｂ」ならば最初のサブ領域に
、「０００１ｂ」ならば二番目のサブ領域に、「００１０ｂ」ならば三番目のサブ領域に
、「０１００ｂ」ならば四番目のサブ領域に、そして「１０００ｂ」ならば五番目のサブ
領域に、最終的なＴＤＤＳが記録されているということを表すと定義できる。
【００７６】
　（第３実施例）
　本実施例は、前述の本発明の第１実施例と類似している。ただし、本実施例では、サブ
アクセス情報を追記型ディスクに記録しないという点で第１実施例と違いがある。よって
、本実施例では、ＴＤＭＡにサブＡＩＡを割り当てず、第１実施例でのメインアクセス情
報及びメインアクセス情報領域は、それぞれアクセス情報及びアクセス情報領域として表
現される。
【００７７】
　本実施例による追記型ディスクがローディングされた記録及び再生装置は、ユーザデー
タをデータ領域に記録し、臨時ディスク管理情報（ＴＤＤＳ）を複数のＴＤＭＡのうち１
つのＴＤＭＡに記録する。もし、以前のＴＤＤＳが記録されたＴＤＭＡがデータでもって
全ていっぱいになり、新たにアップデートされたＴＤＤＳを記録できなければ、使用順序
により、複数のＴＤＭＡのうちの１つのＴＤＭＡに前記新たにアップデートされたＴＤＤ
Ｓを記録する。そして、前記新たにアップデートされたＴＤＤＳをアクセス情報としてア
クセス情報領域の１つの記録ブロックに記録する。
【００７８】
　本実施例による追記型ディスクがローディングされた再生装置は、アクセス情報領域に
アクセスし、アクセス情報が記録された記録ブロックの個数に基づき、複数のＴＤＭＡの
うち最終的にアップデートされたＴＤＤＳが記録された最終ＴＤＭＡを決定する。その後
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、最終ＴＤＭＡに最後に記録された記録ブロックから最終的にアップデートされたアクセ
ス情報を得る。前記最終的にアップデートされたアクセス情報から最終的にアップデート
されたＴＤＤＳが記録された最終ＴＤＭＡの位置情報を得る。最後に、前記最終ＴＤＭＡ
から最終的にアップデートされたＴＤＤＳを得る。アクセス情報領域にアクセス情報とし
て記録されたＴＤＤＳは、アップデートされたＴＤＤＳを記録するＴＤＭＡが変更される
場合だけアクセス情報領域に記録されるために、ＴＤＭＡに最終的にアップデートされた
ＴＤＤＳと異なることがある。
【００７９】
　図１１は、本発明の一実施例によるデータ記録及び／または再生装置のブロック図であ
る。図１１を参照するに、記録及び再生装置は、記録／読み出し部１、制御部２及びメモ
リ部３を備える。記録／読み出し部１は、制御部２の制御によって追記型ディスク１００
にデータを記録し、追記型ディスク１００に記録されたデータを読み出す。追記型ディス
ク１００は、前述の通り、本発明の第１実施例ないし第３実施例による追記型ディスクで
ある。
【００８０】
　制御部２は、前述のような本発明によるメインアクセス情報、補助アクセス情報または
アクセス情報を追記型ディスク１００に記録するように、記録／読み出し部１を制御する
。また、追記型ディスク１００を再生する場合、追記型ディスク１００がローディングさ
れれば、前述の第１実施例ないし第３実施例によるメインアクセス情報領域、補助アクセ
ス情報領域またはアクセス情報領域に記録された情報から、最終的に追記型ディスク１０
０にアップデートされたＴＤＤＳを得る。
【００８１】
　再生専用装置による本発明による追記型ディスク１００の再生動作について説明する。
別途の図に図示されてはいないが、本発明による再生装置は、図１１に図示したような記
録及び再生装置と類似の構造を有する。ただし、再生装置であるから、記録／読み出し部
１の代わりに読み出し部を備える。再生装置の読み出し部は、再生装置の制御部の制御に
より、本発明による追記型ディスク１００に記録されたデータを読み出す。追記型ディス
ク１００は、前述の通り、本発明の第１実施例ないし第３実施例による追記型ディスクで
ある。
【００８２】
　追記型ディスク１００が再生装置にローディングされれば、再生装置の制御部は、前述
のメインアクセス情報領域、補助アクセス情報領域またはアクセス情報領域に記録された
情報から、最終的に追記型ディスク１００にアップデートされたＴＤＤＳを得る。
【００８３】
　本発明の技術分野で当業者ならば、前述の本発明の第１実施例及び第２実施例の説明か
ら、本発明による記録及び再生装置と本発明による再生専用装置との動作を容易に理解す
ることができるであろう。
【００８４】
　これまで本発明についてその望ましい実施例を中心に説明した。本発明が属する技術分
野で当業者は、本発明が本発明の本質的な特性から外れない範囲で変形された形態に具現
できるということを理解することができるであろう。本発明の範囲は、前述の説明でなく
、特許請求の範囲に示されており、それと同等な範囲内にあるあらゆる差異点は、本発明
に含まれたものと解釈されねばならない。
【図面の簡単な説明】
【００８５】
【図１Ａ】本発明の一実施例による追記型ディスクの構造を表す図である。
【図１Ｂ】本発明の一実施例による追記型ディスクの構造を表す図である。
【図２】本発明の一実施例による単一記録層追記型ディスクのさらに詳細な構造を表す図
である。
【図３Ａ】本発明の一実施例による二重記録層追記型ディスクのさらに詳細な構造を表す
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図である。
【図３Ｂ】本発明の一実施例による二重記録層追記型ディスクのさらに詳細な構造を表す
図である。
【図４Ａ】本発明の他の実施例による二重記録層追記型ディスクのさらに詳細な構造を表
す図である。
【図４Ｂ】本発明の他の実施例による二重記録層追記型ディスクのさらに詳細な構造を表
す図である。
【図５】本発明の一実施例により、ユーザデータ領域とスペア領域とにデータが記録され
る過程を説明するための図である。
【図６】本発明の第１実施例による臨時ディスク管理情報のデータ構造を表す図である。
【図７】サブＡＩＡと複数のサブ領域とに分割されたＴＤＭＡの一例を表す図である。
【図８】本発明の一実施例によるメインＡＩＡとサブＡＩＡとを表す図である。
【図９Ａ】本発明の他の実施例によるサブＡＩＡを表す図である。
【図９Ｂ】本発明の他の実施例によるサブＡＩＡを表す図である。
【図１０】本発明の一実施例によるアクセス情報のデータ構造を表す図である。
【図１１】本発明の一実施例によるデータ記録／再生装置のブロック図である。
【符号の説明】
【００８６】
　１　　　記録／読み出し部
　２　　　制御部
　３　　　メモリ
　１００　追記型ディスク

【図１Ａ】

【図１Ｂ】

【図２】
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